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企業レポート

　株式会社和光堂は、昭和４3 年 8 月に大宮市三橋にて現
社長である太田幸代氏の父故古川五雄氏が看板製作及び設
置工事会社として創業致しました。
　昭和４５年８月、大和田町へ移転し、創業者亡き後は妻女
である古川モト子氏が二代目、実娘である幸代氏が三代目
として引き継ぎ、現在に至ります。
　当社では、県南地域の大小さまざまな取引先の表札から
屋上看板まで取扱っており、大型看板については基礎鉄筋
加工も自社工場にて製作しております。また、製作、設置、
設置後の定期点検調査等も自社対応しております。
　看板製作会社は、相当数ありますが当社の第一の特色と
して、「現場主義」＝現地に直接向かい、お客様の情報をよ
り多く収集し、「お客様のニーズとイメージを取り込み、デザ
イン表現すること」を重要視しております。
　また、第二の特色として、「提案力」が挙げられます。「色
が持つイメージや看板の形でイメージが変わる」のコンセプ
トのもと、「既成概念を超えたオリジナティー溢れるデザイン
の看板を形にすること」が特徴であります。
　一方では、職場環境としてメインは現場で働く社員が充実
した仕事に取り組めるよう「目配り、気配り、思いやり」が
出来る職場とすることをモットーに努力しております。
　社長は先代からの永年に亘る取引先を大切にしつつ、異
業種交流会等に積極的に参加し、更なる取引顧客の増加と
新販路の拡大意欲に満ち溢れております。また看板製作を
通して地元の活気ある街づくりにも貢献している企業であり
ます。

株式会社 和光堂

創　　　業　　昭和43年 8 月
設　　　立　　昭和46年12月
代表取締役　　太田　幸代
資　本　金　　1,000万円
本　　　社　　  さいたま市見沼区大和田町

1-1469-8
　　　　　　　TEL.048-683-7747
　　　　　　　FAX.048-686-2768
事 業 内 容　　  看板製作、設置工事業

髙橋支店長
大和田支店

住所　 さいたま市見沼区大和田
町1-1431

TEL　048-686-3450
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※当金庫お取引先企業を順次ご紹介いたしております

　株式会社中村製作所は、浦和工業団地内に第１・第２工
場を持ち、高い加工技術力にて多数の取引先を有する企業
であります。
　昭和３６年に、さいたま市（旧浦和市）にて前代表者であ
る中村雄次氏が創業致しました。創業時より加工技術力に
は定評があり、昭和４７年には日立熱器具（株）の協力指定
工場となりました。
　日々進歩する加工技術を常に取入れる努力を継続し、加
工品の大小に関わらず一製品に対する思いは他社に決して負
けない企業であります。
　その日々の企業努力により平成１４年には埼玉県指定「彩
の国工場」に認定され、平成１９年にはＩＳＯ９００１認証取
得となりました。
　当社の特徴としましては、鉄板は勿論のこと、ＳＵＳ材の
絞り加工や耐熱鋼（ＮＣＡ１、ＮＳＳ４４５Ｍ２）絞り加工など
も多数の実績があるほか、３次元形状にも対応致します。
　また、パイプ材加工にも対応しており、絞り加工をパイプ
材加工に代替することでコストダウンを図ることが出来ます。
厚板の全尖断加工等もお任せください。
　現代表者である中村東吾氏は、平成２５年４月に就任した
若さ溢れる社長であります。
　先代の築いた製品品質の高度安定が、お客様の信頼・満
足度をより一層高めることと考え、現況に妥協することなく
常に社内システムの見直しと改善に取組んでおられます。
　日々成長する中村製作所の挑戦は続く…。

株式会社 中村製作所

創　　　業　　昭和36年 7 月
設　　　立　　昭和36年 7 月
代表取締役　　中村　東吾
資　本　金　　1,000万円
従 業 員 数　　24名
本社・工場　　さいたま市桜区大字道場709-1
　　　　　　　TEL.048-856-0850
　　　　　　　FAX.048-856-0854
事 業 内 容　　  機械プレス加工・機械製作、

加工及び販売

桑田支店長
武蔵浦和支店
住所　 さいたま市南区沼影
　　　1-2-16
TEL　048-866-3611
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産学連携

第３回寄附講座「創業の基礎」贈呈式
　平成２５年９月４日、日本工業大学にて日下理事長より
波多野学長へ第３回川口信用金庫寄附講座「創業の基礎」
の贈呈式が行われました。

第３回寄附講座「創業の基礎」の開講
　平成２５年１０月５日（土）、日本工業大学２０３号室にて学生７名、社会人２名の合計９名の参加により、信金中央金庫
地域・中小企業研究所の上席主任研究員　鉢嶺 実氏と次長　山田 健嗣氏の両氏を講師に向かえ、「創業の心構え」と「創
業における資金調達と地域金融機関」と題して講義を行いました。
　また、１０月１９日（土）、２０日（日）は、当金庫日光霧降高原保養所兼研修所を使い、当金庫宮代支店取引先のウム・
ヴェルト㈱代表取締役　小柳 明雄氏、同社　矢島 孝昭氏と川口中央支店取引先の川口法人会第３支部長　小嶋 和男
氏を講師にそれぞれ「事業の成功事例・失敗事例」の講義を受け、翌朝も、小内会計事務所の小内税理士より「達人達
の教え」の講義を受けました。
　今後、１１月９日（土）、２３日（土）、１２月７日（土）、２１日（土）、１月１１日（土）の午前９時２０分より１２時３０分ま
での２講義ずつ行われます。
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マッチング

「第１回かわしん新現役交流会」開催

スモールメーカーズショー in すみだ
＆

６大都市しんきん理事長サミット

　平成２５年９月１１日（水）、川口駅東口市民ホール「フレンディア」において、新現役１０６名、２７企業の参加を
得て、開催致しました。
　交流会の目的は、経営課題を抱えるものの、それを解決するノウハウ・人材に乏しい中小企業に対して、新現役をマッ
チングさせ、新現役による支援を通じて、中小企業の業績を向上させることにあります。
　（新現役とは、現役時代に培った知見や人的ネットワークなどを中小企業の支援に活かそうとする意欲のある大手
企業のＯＢ等のことで、現在、新現役は中小企業基盤整備機構の「新現役データベース」に全国で8,500人強が登録、
関東経済産業局内でも1,200人以上が登録されています。）
　１０月１６日（水）で１８企業３１新現役との２次面談が終了し、マッチングに向けて進行中です。
　今後も企業の課題解決に向けて支援してまいります。

　平成２５年８月８日（木）、９日（金）、両国国技館にお
いて墨田区主催で１６０社（当金庫取引先企業５社参加）
が参加してスモールメーカーズショーが２日間で来場者
16,000人と盛大に開催されました。
　川口信用金庫（川口市）、尼崎信用金庫（尼崎市）、大
阪東信用金庫（東大阪市）、さわやか信用金庫（大田区）、
諏訪信用金庫（岡谷市）、東京東信用金庫（墨田区）のも
のづくりの６都市の信用金庫理事長のサミットが開催され
ました。


